
令和　　７年　　２月　２１日　

評価
項目 № 観　　　　点

Ａ＋Ｂ
／全体
（％）

自己評価についての説明及び来年度に向
けての改善策

自己評
価の適
切さ

改善に
向けた
取組の
適切さ

学校の取組に関する評価と今後の改善点等

1

自校は、学校教育目標の具
現化に向けて、教育課程の
編成、指導計画の作成等を
工夫している。

100 A A

2

教職員は、ＰＤＣＡサイクル
のもと学級・学年経営や教
科指導、校務分掌に工夫・
改善しながらあたっている。

95 A A

3

自校は、事故やトラブル等
に対してのマニュアルを作
成・掲示・活用し、組織的
に、かつ迅速に対応してい
る。

100 A A

4

自校は、すべての教育活動
を通じて、教職員の共通理
解のもと、組織的に生徒指
導にあたっている。

95 A A

5
児童生徒は、授業中、落ち
着いて、学習内容を理解し
ようとする姿勢が見られる。

100 A A

6

教員は、学力の向上を目指
し、児童生徒の実態に基づ
いて日々の授業改善に努め
ている。

95 A A

7

基礎学力の定着や授業規
律の徹底など、教職員の共
通理解のもと学習指導にあ
たっている。

100 A A

8

教職員は、児童生徒に家庭
学習を定着させるために、
家庭に積極的に働きかける
など工夫している。

95 A A

9
児童生徒は、友達や教職
員・来校者に進んであいさ
つができる。

75 B B

10
児童生徒は、各学年の発達
段階に応じた場に応じた正
しい言葉遣いができる。

80 B B

11
児童生徒は、お互いのよさ
や努力等を認め合って学校
生活を送っている。

100 A A

12

教職員は、すべての教育活
動を通じて、児童生徒に対
して規範意識を高める指導
を行っている。

100 A A

13

児童生徒は、体力の向上に
向け、学校生活全般で運動
や体づくりに意欲的に取り
組んでいる。

80 B B

14
自校は、児童生徒の健康及
び安全についての意識を高
めようと努力している。

100 A A

15
自校の教職員は、ＰＴＡ活動
や地域活動等に積極的に協
力している。

75 A B

16

自校は、各種たよりやホー
ムページ等で、教育活動の
様子や成果・課題等につい
て情報提供している。

100 A A

17

自校は、保護者や地域と連
携し不審者対策のパトロー
ルや声かけ運動などの計画
を立てて定期的に実施して
いる。

90 A A

18
自校は、異校種間（幼保小、
中高等）の連携を積極的に
推進している。

95 B B

1

教職員は、道徳授業の充
実を図っている。（自分
と他人を大切にする心の
醸成）

100 A A
2

教職員は、児童へ気持ち
を届ける挨拶の励行を
行っている。

95 A A
3

教職員は、言葉遣いに関
する児童を徹底してい
る。

80 A A
4

教職員は、清掃指導の徹
底（清掃方法、反省会の
統一）を行っている。

80 A A
5

教職員は、生徒指導・教
育相談体制の充実（共通
理解の徹底）を図ってい
る。

90 A A
6

教職員は、hyper−QU調査
を活用した居場所・充実
感のある学級づくりを
行っている。

90 B B
7

教職員は、スマイル学級
児童と通常学級児童の交
流学習の充実を図ってい
る。

85 A A

組
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〇校務分掌について
年度当初には分掌担当者が集まる機会はある
が、部によってはその後集まる機会がないとこ
ろもある。せめて、年度末には集まり時間を確
保してほしい。
→年間を通しての校務分掌の計画と振り返りを
行う時間を定例で月１回設ける。

〇生徒指導について
より具体的な生徒指導対応となるように、目標
を設定してほしい。
→関係者同士のケース会議のもと、短期目標・
長期目標を決定し共通理解もと、具体的な支援
を検討して指導に当たる。

〇学校課題研究について
学校課題研究が点での研修にしかなっていな
い
北小タイム・日々の授業・研究授業がつながる
ように、全員で共通理解の下、研修に当たれる
よう、年度当初に本年度から次年度までの研修
計画を示し、組織的・計画的に遂行してほしい。
→研修主任、研究主任を中心に年度当初に見
通しの持てる計画を立て進行管理を行う。
〇学力の向上について
同学年内で学力の差がある。学年としての目
標、学習内容、教材の取り扱い方等を学年会で
しっかり話し合うべき。
→学年会の時間を確保し、学年としての取組を
しっかり話し合う。また、同学年や他学年の授
業を参観する時間を確保し、指導方法を共有す
ることで教員の授業力を向上させる。さらに、自
主学習や振り返りウィークでの学習の例を掲示
し、全校に共有する場を作る。さらに、「どうし
て、どのように」と考えを発表できるような発問
を教師が意図的に行う。

・子どもにとって、そして教職員にとってもより良い日課となる
ような工夫がなされた変更ではないかと感じました。マルチ
に対応できる最小限の日課で良いと思います。しかし、慣れ
というものは怖いものです。教職員、児童の様子を見ていた
だきたいです。
・報告連絡が迅速に行われるよう日頃から訓練されるとさら
に良い。
・子供の命にかかわるような対応マニュアルは、ぜひ、誰でも
わかるところ、知っているところへ。知っていても定期確認す
ることを、本校救急対応事例でも再確認しなければならない
ことを痛感しました。

・教師がいつも全員に目配りをして授業を進めていてとても
良い。
・楽しそうに授業をしている風景を見させていただきました
が、どのアンケート項目においても少数意見であるがCやD
の回答をする児童を見逃すことなく、最大限の支援をしてい
かなければならないです。
・家庭での過ごし方に約束事をつくり目標を持たせるとよい。
・タブレット持ち帰りや宿題の賛否が問われる中、家庭学習
は大きな課題です。それでも児童は宿題をよくやっていると
の数字に安心しますが、家庭への協力を求めきれない子は
やはりやれてない子への対応を考えていきたいです。

自己評価 外部評価

様式５

　令和６年度北本市立　　　北小学校　自己評価及び学校運営協議会評価書（まとめ）　　　　　　　

・家庭でのあいさつ習慣を確立してもらう。
・あいさつは「習慣」なので、策と言っても難しいです。「自分
から」「目を見て」は継続してほしいと思います。
・子どもはよくあいさつしてくれる。登校班の班長がしっかりあ
いさつできる班は、班員もあいさつできている。
・中学校に入学後に、無理やり謝らさせられた、解決しないま
まなど、小学校時代の遺恨を告白する生徒がおります。やっ
ていると思いますが、本当に解決したのかを見届けなくては
ならなくて、感情処理の難しい子もおります。
・あいさつが良く出来ている子をクラスで表彰し、あいさつへ
の意欲を高める。
・長い間、あまりできていないの割合が多くが続いている。

・大変だが、教師が一緒に遊びの場にいることが大切。
・世の現状として、体力が衰えるような生活となっており、学
力以上にこの課題に取り組むのには壁が多いように感じま
す。中学校しかりです。
・日課の変更に伴い、休み時間が増えたことへ期待します。
・走った距離を見える化するのはとても良いと思う。同じよう
に縄跳びなども見える化すれば児童のやる気に繋がるので
はないか。
・自発的に身体を動かす長期的なチャレンジイベントをプラン
し、表彰する機会を設けるなど、身体を動かすことで評価さ
れるキッカケをつくるのは、どうだろうか。

・PTA活動において、教職員の皆様は、勤務時間の問題で昔
より携わるのが難しくなった昨今、保護者さん達の意識を高
める事がまず1歩。そこから、保護者さん達だけでできる部分
も多いと思うのでお任せする部分を増やすというのも1つの
方法だと思います。
・できることをできる人ができる時に‥の時代でしょうか
・学校からのお便りなどが充実していてとても良い。
・マチコミの機能拡充（有料化）を小中連携で進めたいと思い
ますが、いかがでしょう。
・中学生とともに合唱したり工作などの授業のお手伝いをし
てもらったりして過ごす機会をつくる。
・地域のボランティアの方が下校時の子どもの人数と時間を
知らないと言っている。
・職員の時短が主活動になり、職員自身が仕事以外はやら
ないスタンスない気もするが、PTAもボランティアである認識
も必要。
・北本市の他の小学校は令和7年度より、連携プログラムを
担当者を決めて実施しているが、北小学校はまだそれに取り
組んでいない。
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〇あいさつについて
特に、朝のあいさつができていない。また、「自
分から」「相手の目を見て」という姿勢がみられ
ない。
→まずは、指導する教職員が理想とするあいさ
つの姿勢を共有し、共通認識のもと指導に当た
る。
→各学年輪番のあいさつ週間を設定する。

〇言葉遣いについて
友達に対する言葉遣いと教職員に対する言葉
遣いが同じ児童が多い。また、名前の呼び方
「○○さん」呼びができていない児童がいる。
→その都度声がけをしていくと同時に教職員も
正しい言葉遣いを心がける。また、名前の呼び
捨ては教職員も合わせてしない、させないこと
を徹底する。

〇運動や体つくりをする時間がない。
→限られた時間の中で効率的に体力向上する
指導方法を身に着ける。
　休み時間の外遊びを推奨する。
　基本的には持久走と縄跳びを継続していく。
　委員会を中心に「○○教室」を開催する。
　校内掲示板に体育コーナーを設置して、走っ
た距離を見える化できる場所を作る。
　体育館を有効活用する。業前に自主的に活
動させる。

保
護
者
・
地
域
・
異
校
種
間
連
携

〇PTA活動について
PTAと話し合う機会がないので、活動自体がど
のようなものかをそもそも理解していない。どの
ような活動をしているのかを知る機会が欲しい。
→話し合う場を設定することが難しいので、PTA
がどのような活動をしているのかがわかるパン
フレットのようなものを作成し配布する。
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〇言葉遣いについて
教職員の言葉遣いが気になる。入学時の資料
として名前を◯◯さんと呼ぶきまりを伝えている
が、できていないと思う。授業中のやりとりも
もっと言葉を大切にしたり、子どもたちが目にす
るポスターなど、正しい表記（言葉遣い）を意識
したりしていくとよい。
→児童の名前呼びに関する決まりやルールを
記したものが新入生用の資料のみであるため、
年度当初に配布する教職員間の共通理解事項
に記載し、共有させる。
→言葉遣いについては、全教職員が共通理解
を徹底し、自らの言動に気を付ける共に児童に
対して、その都度指導する。

〇清掃指導について
掃除（廊下の拭き方・トイレ掃除のやり方など）
細かいところまで指導し、見届けが必要。
→清掃指導について動画を作成し、全教職員
で学年に応じた指導方法の共通理解を図り、統
一して指導する。

〇生徒指導・教育相談体制について
不登校児童や保護者の付き添いが必要な児童
への支援について、担任の負担が大きすぎると
感じる。教育支援コーディネーターを中心に組
織的に、長期中期的に目標を決めて、全教職
員で対応に当たる必要がある。
→教育支援コーディネーターを中心に教育相談
委員会等を活用し、可能な支援について具体
的に取り組んでいく。

・保護者向けに出した内容については、周知と実践が必要な
のだと思います。一部の教職員の言動も「先生集団」として
受け取られます。



8

教職員は、学習規律の確
立（授業準備、姿勢、声
量、返事、言葉遣い等）
を行っている。

95 B B
9

教職員は、思考力・判断
力・表現力を高める指導
方法の工夫（協働的な学
びの充実）を行ってい
る。

100 A A
10

教職員は、「正解」では
なく「自ら考えを」発表
し合う授業を行ってい
る。

100 A A
11

教職員は、「学びの振り
返りに」に重点を置いた
授業を行っている

95 A A
12

教職員は、エビデンス
（アンケート、各種学
力・学習調査等）に基づ
く指導方法の工夫改善を
図っている。

100 A A
13

教職員は、学力向上対策
としての北小タイムの活
用を行っている。

100 A A

14

教職員は、家庭学習に係
る取組の充実（「手引
き」活用と「振り返り週
間」の実施）を図ってい
る。

95 A A

15
教職員は、運動の特性や
魅力を味わわせる体育授
業の充実を図っている。

95 A A
16

教職員は、体力向上対策
としての北小タイムの活
用を行っている。

95 A A
17

教職員は、防災意識を高
める避難訓練の工夫（実
効性のあるマニュアルと
応用）を行っている。

95 A A
18

教職員は、命を守る自助
の力を高める安全教育
（閉門扉・一時停止・ﾊﾝ
ﾄﾞｻｲﾝ）を行っている。

90 A A

19

教職員は、定期、臨時の
安全点検の実施（多面
的・多角的な視点）を
行っている。

100 A A

20

教職員は、「報・連・
相」の徹底を行い、本校
は、組織で対応する体制
の整備を行っている。

95 A A
21

本校は、学校課題研究に
対する組織的な取組みを
行っている。

90 A A
22

教職員は、互いに尊敬
し、ともに高めあえる職
場づくりを行っている。

100 A A
23

本校は、ライフステージ
に応じた研修機会の設定
を行っている。

90 A A
24

本校は、教育技術や思い
を若手に引き継ぐ体制の
整備（授業公開週間の実
施）を行っている。

95 A A
25

本校は「学校における働
き方改革」の本質に迫っ
た業務改善の実施を行っ
ている。

90 A A

26
本校は、「教職員事故
０」を継続するための取
組をしている。

100 A A

27
本校は、「小中一貫教
育」を基盤とした教育活
動の推進を行っている。

90 A A
28

本校は、ＰＴＡ執行部と
の連携を図っている。

90 A A
29

本校は、課題解決に向け
た関係機関(SC、SSW、市
役所など)との連携を図っ
ている。

95 A A
30

本校は、幼保小連携を
行っている。

75 A B

　北本市立　北小学校　学校運営協議会（敬称略） 　外部評価実施日

委員　　野本　慶人
委員　　和泉　　健
委員　　磯部　元孝
委員

　Ａ；適切な評価である　　Ｂ；ほぼ適切な評価である　　Ｃ；やや不適切な評価である　　Ｄ；不適切な評価である

＊「改善に向けた取組の適切さ」について

＊学校の取組に関する評価と今後の改善点等について

・評価項目ごとの取組状況に対する評価や今後に向けての要望等を記入する。

・自己評価書の項目を網羅的に評価するのではなく、「自己評価の高かった（低かった）項目」や「今年度の重点的な取組」に絞って記入する。

＊その他全体的な留意点

・外部評価書は１枚にまとめる必要はありません。（２枚以上可）

・共通項目と学校独自の項目を別様に作成してもかまいません。

・学校独自の評価項目、評価項目数は、各学校で定めてください。

・学校運営協議会の総評欄は、共通項目、学校独自の項目の両方を踏まえての総評を記入してください。
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Ａ；十分な効果が期待できる　　　Ｂ；ほぼ十分な効果が期待できる

Ｃ；あまり効果が期待できない　　Ｄ；効果が期待できず改善を要する

会長　　清水　宏典

委員　　菅野　由香

＊「自己評価の適切さ」について

第1回　　令和　　６年　　５月　１４日（火）

第2回　　令和　　７年　　１月　３１日（金）

第3回　　令和　　７年　　２月　２５日（火）

委員　　大保木　道子

委員　　山本　浩之
委員　　若山　清和
委員　　板垣　修司

・礼儀正しく、特に話をよく聞く子たちです。小学校からの継
続指導していただいたおかげと感じております。
・児童が率先して発言できる授業が良いが、よく促して授業
を進めている。
・授業の終わりに必ず今日の大事なことを復唱するとさらに
良い。
・校区としての中心コンセプトとなっておりますが、先生方の
指導継続の積み重ねであると感じております。
・私への言葉遣いに驚いたことがあるので、それが他の大人
へも同様に行われてるとすると、この件はできてているとは
感じられない。また文書では「お子さま」と「さま」で呼称して
いるのであれば、本人達へも「さま」で対応するべきと思う。
個人的には、サービス業ではなく教育者側の立場としたら
「お子さん」でよいと思う。北本市全校での認識であるなら地
域性だと思うが、個人的には違和感がある。

・日課表の見直しはお疲れ様でした。いい効果を生むことを
期待します。
・先生方は、自分に厳しいところがある。もっと自分の仕事に
誇りを持ち自信持ってほしい。

・是非、校区としても大切な取り組みであるので、共有させた
いところです。
・幼保の先生方に新1年生の入学後の成長した様子を見に
来て頂く機会があれば良いとの意見。曜日等の問題はある
と思いますが、実現できたら良いなと思いました。
・近隣で幼稚園保育園を運営しているが、小学校側からのア
プローチがもっとあっても良い。北本の他の小学校では令和
7年度より担当者を決めて活動しているが、書類上からでも、
まだそれができていない。

・時代的な課題によく取り組まれていると感じます。
・繰り返し指導しているが、特定の児童が身についていない
との事。そのような場合、教職員からだけでなく保護者さんに
も同じように繰り返し指導をお願いすると良いと思います。

学校運営協議会の総評

・授業参観の機会を与えていただきありがとうございます。先生方の授業に向け
ての努力がよく分かります。また、児童の生き生きとした様子が見え、学校が児
童にとって居心地のいい場所であることが分かります。
・北小の先生方は、和泉校長先生のもと、とても明るく元気で前向きに色々取り
組まれてると感じております。来年度も変わらず元気に指導して頂きたいです。
いつもありがとうございます。
・最近、本校では「情報共有」と「行動連携」の話をよくいたします。北小学校は
そのあたりは抜かりなく、徹底されていることが伝わってきます。これからも進む
べき方向と進む力を確認し、みんながしあわせな学校つくりを推進し続けること
ご期待いたします。同一校区として、姉妹校として、成長してまいりたいと思いま
す。
・一年を通して児童、先生を見させていただき、目指す学校像に向かって明確に
進んでいると感じました。一方で、先生方の負担が増えないか心配に思いま
す。改善できる所を改善し、保護者と学校、地域が一体となってこれからも子ど
も達を見守っていければと思います。
・こちらの協議会も、当初から長く関わらせて頂き、北小学校の近隣の卒業生と
して、また仕事柄、卒園児の卒業後の進路先として、大変お世話になっていま
す。またここ数年、本職の仕事と同時に公の仕事もかなり増え、時間を作れなく
なってしまい、参加率が悪く、大変申し訳なく感じています。地域と共に歩む小
学校の立場としても、子どもに関わる仕事ゆえに、お互いに協力関係を作ること
は、近年ますます重視される幼保小連携の意味でも地域社会にも有効だと感じ
ています。地域の子どものより良い教育環境を進める上で、引き続き協力させ
て頂きたいと思います。

〇「報・連・相」の徹底について
学年間の連絡調整がもっとあるとよい。学年会
や毎日の会話が大切である。
→学年会の内容の精選と、報・連・相しやすい
環境を醸成する。

〇学校課題研究について
指導案作成の段階で指導者に指導助言をいた
だいていたようだが、何をどのように指導助言
いただいているのかの共有がなされないと、授
業者のみの研修となってしまう。どのような授業
にしていくか、授業研究部を中心に検討したう
えで指導者から指導をいただき、全教職員に還
元していくとよい
→授業者のみに負担がかからないように、部で
検討できるよう場と時間を確保する。また、指導
いただいた内容を全教職員に周知する。

〇教育技術や思いを若手に引き継ぐ体制につ
いて
学年間では技術の伝達は行っている。授業公
開週間は若手にはもっとあったほうがよい。そ
のために組織的に補充計画もたて、見に行く機
会を設ける必要がある。
→計画的・組織的に授業を参観する期間を設
け、技術の向上を図る。

〇働き方改革の本質に迫った業務改善につい
て
慣例から脱却し、職員室ホワイトボード、週報、
日報、日誌、出欠黒板など、情報が二重三重に
なっているところが多い。日程についてはグー
グルカレンダーで共有できれば良いのではない
か。
〇小中一貫教育を基盤とした教育活動の推進
について
「連携」と「一貫」の捉えを明確にするとよい。例
えば、歌声交流会は「連携」、号令をそろえるは
「一貫」である。本アンケートでも言葉が混在し
ている。それぞれどの取り組みが何の目的でな
されているのかを明示していくようにするとよ
い。
→文言の確認と教職員内での共有をしていく。

令

和

6

年

度

指

導

の

重

点

（
方

針

４

：

教

職

員

集

団

と

し

て

の

チ
ー

ム

力

の

向

上

）

令

和

6

年

度

指

導

の

重

点

（

方

針

５

：

地

域

と

共

に

歩

む

学

校

づ

く

り

の

推

進

）

令

和

6

年

度

指

導

の

重

点

（
方

針

３

：

体

力

の

向

上

と

健

康

・

安

全

教

育

の

推

進

）

〇学習規律について
概ねできているが、学年やクラスによって違い
を感じる。話を聞く姿勢（体の向きを調える）や
静かになってから話し出すなど、教職員の工夫
も必要に感じる。
→教職員間で、児童の発達段階に応じた宮内
中学校区の学習のきまりの共通理解を図り、指
導を徹底する。
　最後まで話をしっくりと聞くことを意識させ、
じっくりと取り組ませる力を育てる。

〇学びの振り返りについて
授業の振り返り時間の確保が必須である。
→各授業で振り返りの時間を確保できるよう、
授業展開を見直す。また、効果的な振り返りに
ついて、研修等で学ぶ。
　振り返りの視点を決め校内に掲示などし、す
べての教職員が活用する。

〇体育授業の充実について
他の職員の体育の授業をみる機会が少ないの
で評価できない。
→学年内・ブロック内で授業を参観できる機会
を設ける。

〇体力向上対策としての北小タイムの活用に
ついて
朝の活動の縮小のため、体力を向上するまで
の回数がとれない
→北小タイム(体力)の内容を精選する。持久走
を多めにとる。
　 あ北小っ子体操の一つ一つの運動の意味を
を意識して取り組ませる。

〇安全教育について
繰り返し指導は行っているが、特定の児童が身
についていない。
→教職員全体で声をかけていくことと、時間に
ゆとりをもった学校生活を組み立てていくことで
防災意識を高める。また、昇降口や渡り廊下の
施錠は、引き続き徹底する。

来年度の重点目標（共通項目・学校独自項目の評価結果を踏まえて）

・学校課題研究や生徒指導対策等、より組織的な取組となるように個々の役割を明確にする。ま
た、放課後に定期的に話し合いの時間を確保する。
・年度当初に全教職員であいさつや言葉遣いなど、規律面での指導についての徹底を再確認す
る。また、全校朝会等で児童全体にも共通認識させる。
・児童が全力で活動できる運動の場や時間を意図的に作る。
・宿題の量を一律ではなく個別最適にするなど、家庭学習と宿題の出し方を学校全体で再確認
する。
・児童が最後まで聞き、最後まで読み、最後まで考えられるような取組を推進する。


